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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年3月15日(2012.3.15)

【公開番号】特開2010-180306(P2010-180306A)
【公開日】平成22年8月19日(2010.8.19)
【年通号数】公開・登録公報2010-033
【出願番号】特願2009-23995(P2009-23995)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 290/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 151/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 290/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 151/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/14    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月1日(2012.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
【化１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
【化２】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】

【化３】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
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【化４】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】

【化５】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
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【化６】

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】

【化７】

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
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【化８】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　グリシジル基含有エチレン性不飽和単量体としては、グリシジルアクリレート、グリシ
ジルメタクリレート、メチルグリシジルアクリレート、メチルグリシジルメタクリレート
、３，４－エポキシシクロヘキシルメチルアクリレート、３，４－エポキシシクロヘキシ
ルメチルメタクリレートなどが挙げられる。これらの中でも、グリシジル（メタ）アクリ
レートが好ましい。これらのグリシジル基含有エチレン性不飽和単量体は、１種を単独で
使用してもよいし、２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）下記一般式（１）～（４）で表される化合物から選ばれる少なくとも１種の（メ
タ）アクリロイル基を有する（メタ）アクリル系共重合樹脂、（Ｂ）ジペンタエリスリト
ールヘキサアクリレート及び（Ｃ）光重合開始剤を含有することを特徴とする活性エネル
ギー線硬化性ハードコート剤組成物。
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【化１】

【化２】

【化３】
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【化４】

（式中、Ｒ1及びＲ4は、それぞれ独立して、水素またはメチル基であり、Ｒ2及びＲ3は、
それぞれ独立して、１～２０個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基または環状構造を有
する脂環族炭化水素基であり、ｎは、１０～５００の数である）
【請求項２】
　前記（Ａ）成分が、４００～５，０００の二重結合当量、６０℃～１００℃のガラス転
移温度及び５０，０００～２００，０００の重量平均分子量を有する（メタ）アクリル系
共重合樹脂であることを特徴とする請求項１に記載の活性エネルギー線硬化性ハードコー
ト剤組成物。
【請求項３】
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分との質量比が２０：８０～５０：５０の範囲であるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の活性エネルギー線硬化性ハードコート剤組成物
。
【請求項４】
　前記（Ｃ）成分が、前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分との合計１００質量部に対して、
２質量部～１０質量部含有されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の
活性エネルギー線硬化性ハードコート剤組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の活性エネルギー線硬化性ハードコート剤組成物に
活性エネルギー線を照射することにより得られることを特徴とする硬化塗膜。
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